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’雜
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.鏠

.

.

.職
f

.僧
用
磡
1

は
財
政 

.
猫

袭

S

H

就
て
は
、
如
何
な
る
規
定
®

I

s

ず
、
講
S

復

地

利

其

他

束

響

國
S

ず
る
關
f

假
令
a

程
度
に 

後
の
或
る
年
間
は
元
金
償
還
の
行
は
る
、
を
望
む
能
は
異
な
る
も
の
あ
る
も
、
英
國
に
似
ft

る
も
の
あ
り
。
戬 

ず
。
最
も
有
利
な
る
狀
況
の
下
に
於
て
財
政
上
醫
な

&

中
着
が
前
者
に
借
人
れ
f

資
金
は
少
な
し
ど
せ 

る
地
位
S

る
國
が
滅
偾
基
金
を
f

る
.に

止

ま

る

可

ず

、
但
し
蘭
は
爲
替
に
或
る
影
響
を
及
ぼ
す
ま
5

 

し
と
雖
も
、
是
れ
？

も
戰
後
幾
年
を
經
た
る
時
な
る
Z

速
に
獨
逸
に
資
金
を
償
還
す
る
を
得
る
や
否
や
、

一
同 

可
む
然
ら
ば
苹
子
の
支
®

は
.
免
何
。偷
敦
ビ
偾
務
B

と
一
の
疑
問
と
す
可
し
。
又
英
國
が
資
金
を
融
通
し
た
る
諸 

!■

の
爲
替
を
繁
固
な
ら
し
む
:̂
i

の
は
即
ち
此
利
子
の
支
，
國
に
比
し
て
、
獨
逸
が
偾
權
を
得
た
る
國
は
國
際
上
に 

挪
に
外
な
ら
ざ
る
可
し
。：利
守
の
支
挪
は
偾
務
國
が
年
於
て
、
地
位
の
劣
れ
る
こ
ビ
を
記
臆
せ
ざ
る
可
か
ら
ず 

々
龙
期
に
果
^

ぃ
る
可
か
ら
ざ
る
债
務
に
し
て
、
英

國」

或
は
獨
逸
枕
合
衆
國
ビ
の
爲
替
を
恢
復
す
る
爲
め
に
、
 

マ
卜
の
爲
替
に
及
ぼ
す
影
響
ょ
り
云
；へ
ば
、
利
子
支
拂
の

|

南
米
に
ク
レ
デ
キ
ッ
ト
を
得
た
り
S

云
ふ
。
此
程
度
に
1® 

行
は
:5

、
に
隨
ひ
、
爲
替
を
有
利
な
ら
し
む
可
しo
元

|

じ
て
戰
後
»

逸
の
爲
替
の
?1

弱
€
爲
る
は
已
む
を
得
ざ 

金
の
償
還
に
し
て
行
は
れ
ん
か
、：
利
子
支
挪
ビ
同
一
：の
一
る
所
な
る
可
し
。
h

,

効
娘
あ
る
は
勿
論
に
し
て
S

;

要
す
る
に
元
利
金
の
受
入I

..'
中
立
諸
國
に
於
て
も
、
交
戰
諸
國
に
於
け
る
が
如
く 

は
其
^

替
に
及
ぼ
す
影
響
を
輸
出
とj

に
す
る
も
の
な
甚
だ
し
か
ら
ず
ビ
す
る
も
、
尙
ほ
^
带
の
結
敗
と
し
て 

ト
。
而
し
て
伊
太
利
佛
蘭
西
の
如
く
、
英
國
に
資
金
0

'

通
貨
の
膨
脹
を
招
き
た
6

0

哌
諸
國
に
.取
つ
て
一
の
强 

融
通
を
仰
ぐ
こ
と
の
大
な
&

し
賭
國
は
戦
後
永
く
不
利
味
と
云
ふ
可
き
は
、
爲
替
の
有
利
な
る
こ
と
是
れ
な
り 

な

る

馨
I

f

ざ
る
を
？

る
可
し
。
I

0

.

«

 

?

s

證

缘

：=

_

議

よ
.
6

奮

る

可

&
所

多
ぐ
し
て
、
諸
_

K

支
拂
‘
ふ
可
き
所
少
な
き
が
故
に
、
 

破
、
馬
克
へ
法
を
需
要
せ
ず
、
斯
く
て
上
記
の
.

結
果
|: 

S

す7
^

の
な
り
。
思
ふ
に
戰
後
賀
易
の
常
態
に
復
す
る 

R

隨
て
、
此
點
に
徐
々
改
ま
る
も
の
あ
る
可
し
と
雖
も 

現
狀
の
繼
續
す
る
間
，
英
國
幷
に
#

合
諸
國
に
取
つ
て
' 

は
物
資
の
供
給
を
^

ぐ

幾
多
の
中
心
點
ぁ
り
、
.
.英
_
輸 

入
貨
物
の
.

惯
格
が
今
後
大
に
制
限
せ
ら
れ
ざ
る

限
h

、

v 

:^
立

國

の

爲

替

は

.

昂
騰
し
、
交
戰
國
の
爲
#

は
低
落
す 

る
も
の
と
豫
想
せ
ざ
る
可
か
、b
ず

.
。

中

立

諸

國

が

.
交

戰
 

諸
國
の
鉱
事
费
の
莫
大
贫
る
こ
と
に
驚
嘆
じ
つ
、
ぁ
る
::
. 

:
i

事
の
如
き
'
も
、
爲
替
相
場
に
影
響
す
.
る
一
原
因
た
る 

可
き
な
り
。.(

完)

■

資

金

融

通

の

性

質

ミ

利

子
‘

. 

步

合

V
」

の

關

係

5
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高

城

仙

次

郞

へ
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一
 

第
三
節
預
金
利
子
歩
合
：§
何
故
记
低 

) 

旮

か

(

承
前)

|

预
金
.
利
子
步
合
は
上
述
の
事
犄
祀
依
6

低
率
に
定
め 

ら
る 
>
性
質
を
洧
す
る
も
の
な
る
が
ヽ
同
じ
く
預
金
と 

云
ふ
も
、
其
種
類
少
か
6

す
し
て
、
其
の
利
ぞ
步
合
も 

一：亦

1

樣
衣
ら
ざ
る
な
心
。
例
へ
•
ば
、
第
一
節
に
て
示
し 

\

'/
2

る
が
如
く
、
大
疋
七
年一

月
中
衆
京
®

に
於
け
る
當 

座
預
金
の
平
均
步
合
は
一一 :

分
五
厘
、
特
別
當
座
預
金
は 

四
分
一
一
厘
、
普
通
貯
金
は
五
分
、
宠
期
预
金
は
五
^

ー
一
 

厘
な
b

き
。
此
四
種
の
預
金
間
に
於
げ
る
利
子
步
合
の 

高
低
は
常
K

此
顺
位
を
維
持
す
る
の
傾
向
あ
ぅ
。
換
言
. 

す
れ
ば
、
预
金
利
子
步
合
中
に
茌
6

て
は
定
期
賴
金
の

Ĉ
*
H
J

卷

(
一
H
O
}
?
0

 

,
雜

0

资
金
融
純
ゆ
牲
贫
と
刺
*十
涉
合
急
觀
係

第
i

VwA»



李
j

辱

(
r

过
質
>

:

.

雜
' 

,
錄

資

金

蟹

揉

|

 

步
合
最
も
高
く
、
普
通
预
金
之
に
次
ぎ
：、
#

別
當
S

は 

M

に
典
下
位
に
立
ち
、.
當
座
预
金
の
步
合
は
最
も
低
し 

然
ら
ば
、
•何
故
に
此
四
褪
の
預
金
間
に
利
子
步
合
の
徑 

庭
を
生
じ
、.•而
し
て
此
等
差
が
上
記
の
順
序
を
保
つ
も 

の
な
る
か
o 

. 

, 

: 

,.
 

{

先
づ
$

期
^

^

.

に
就
き
て
之
を
觀
る
に
、
其
の
利
子\ 

:

^

合

ヵ

«̂!
の

預

金

.'.に

比

し

て

高

率

に

定

め

•ら
.
る
.

、
は
.
：| 

左
の
‘原
因
に
基
く
も
の
な
り
ビ
す
。
 

二 

:.
:

•!

當
座
預
金
並
に
特
別
當
座
預
金
等
に
在
6

て
は
ン 

預
金
主
は
何
時
た
合
と
も
典
の
預
託
金
を
引
出
^

の
*

.一
 

：

利
を
保
有
す
る
も
の
な
れ

ば

、

谷
銀
行
は
之
.に
對
し
て
一 

相
當
の
支
挪
準
備
金
を
用
意
せ
ざ
る
を
得
ず
？
從

つ

て

\ 

此
縄
の
猶
金
は
.銀
行
^:
於
て
其
全
額
を
ば
割
引
又
は
食
ノ
 

付
に
利
用
す
る
こ
ビ
能
は
ざ
る
も
の
な
る
が
、
定
期
预 

金
は
一
定
期
日
の
，到
着
す
る
迄
は
銀
行
の
.自
由
に
其
全 

、额
を
述
轉
資
金
ど
し
て
使
^

す
る
を
得
る
を
以
て
、
此 

褪
の
预
金
に
對
し
.て
此
較
的
高
率
の
利
子
を
支
挪
ふ
こ

(

と
利I

f

步

脅

故

办

關

係
-

第
，九

號

^

H

四

.

と
を
得
る
は
多
言
を
須
ひ
ず
し
.
て
.
明
か
ば
ヶ
0
.
’例
‘
へ'
?
 

金

一

萬
圆
5:
-

1

ヶ
年
»

付
け
て
年
八
分
の
、利
子
を
徵
收 

し
得
る
場
合
に
、
若
し
保
險
料
ど
手
數
料
の
合
針
を
ば 

年
ニ
分
と
着
做
し
、
.

何
ほ
此
外
に
年j

分
即
ち
W

圓
の 

利
潤
を
見
込
む
^

せ
ば
、

一

ヶ
年
を
期
限
ぐ
す
る
司
额 

の
定
期
预
金
に
對
し
て
：は
年
五
.分
の
利
子
を
提
供
す
を 

こ
ビ
を
得
る
な
ぅ
。
換
言
す
れ
ば
、
銀
行
は
營
業
费
並 

R

相
等
利
_
率
の
許
す
範
圍
內
に
於
て
定
期
預
金
の
利 

子
を
ば
貨
付
利
子
に
近
接
せ
し
む
る
こ
^
を
得
可
し
。

I
I

縱
令
«

期
预
金
.
.

M

斯.
V
-

の
如
く
其
全
部
を
利
用
. 

し
得
る
，も
の
な
り
と
す
•る
も
、
若
し
其
期
限
がj

1

塥 

若
し
く
は

K

ヶ
月
^

云̂

が
如
き
短
期
な
れ
ば
、
其
利 

用
の
範
圍
は
狹
少
に
し
て
、
定
期
預
金
と
し
て
®

か
.CS

 

た
る
資
金
の
大
部
分
が
死
藏
さ
る
こ
^

y絕
無
な
り
と 

云
a

雛
け
れ
ど
、
我
國
k

於

て

は

其®]
眼

は

普

姐

三

ヶ
 

月
を
最
短
ビ
し
多
く
は
六
ヶ
月
又
は一

ヶ
年
な
る
を
以 

て
、
資
金
運
轉
の
機
會
自
ら
'比
較
的
多
ぐ
、
飯
4

了
は
>

!

S

め

靈

鏊

Q

f

傷

に

引

出

董
i

舍

權

利

を
_

备

、
銀
行
S

V

■

前
s

i

切
.

調
す
る
ょ
.b

l

率
の
利
子
を
支
铆
ふ
を
得
る
？

。

預
金
挪
戾
の
請
求
に
應
ず
I

と
？

。
さ
れ

V
、

其 

斯
ぐ
の
.

如

く

、
銀
行
は
定
期
預
金
R

對

し

て

貸

付

利

結

果

は

.預

金

主

に

取

名

は

無

利

子

に

て

一

泰

額

幻

荀
の
全
額
を
提
供
し
得
る
地
#:
'

に
在
.C

S

と
雖
も
、
.若

し

I

限
の
.
.滿

た

ざ

る

定

期

預

金

の

^!
出

を

避

け

ん

ヒ

す

可

し
 

预

金

主

に

し

て

畏

ー

靥

低

痒

の

利

子

に

滿

足

す

る
i

 

j

從
つ
て
、
預
金
主
I

期
前
に
資
金
の
必
i

生
せ
し 

あ
り
と
せ
ば
、
定
期
預
金
は
：必

す

し

も

當

座

預

金

步

合
|

場

身
^

於
け
.

る
不
便
損
失
等
を
見
越
し
て
、
高
率
の
步 

ょ
り
も
高
率
に
定
ま
る
可
き
も
の
に
非
ざ
る
可
し
。
然

|

合

を

要

求

す

る

も

の
'®

り
^

す
。

’ 

b

と
.
雖
も
、
定
期
預
金
の
«

ヶ
；主
は
.
當
座
预
金
.の
如
く
四
總
て
利
子
步
合
は
時
々
變
動
す
る
も
の
な
れ 

低
率
の
步
合
に
て
滿
足
せ
ざ
る
な
6

。
其
の
理
曲
ば
左
ば
、
定
期
預
金
の
預
入
後

^

定
期
預
金
の
步
合
膦
貴
.
せ
. 

の
如
し
。 

る
が
爲
め
、
預
金
主
が
損
失
を
蒙
h

た
り
し
S

思
惟
す 

三

定

®

預
金
は
當
座
预
金
の
如
ぐ
必
恶
に
應
じ
て
一
る

'

こ
と
あ
り
。
又

、•.
利
子
步
合
が
昂
騰
せ
.
ざ
る
も
、
或 

隨
時
'5
1
出
す
乙
と
を
得
ず
し
て
、
其

麗

の

滿

す

る

迄
' 

一
る
安
全
に
し
て
而
か
も
利
廻
々
の
.
高
き
公
僚
、
倩
券
等 

は
：预
金
主
に
於
：て

如

何

に

資

金

の

必

要

を

感

ず

れ

ば

と

或

は

爾

實

有

利

な

る

事

業

に
'

對
す
る
株
式
の
慕
集
_せ
ら
：
 

■

て
、
之
釔
引
出
す
こ
€

を
得
ざ
.

る
が
故
に
、
预

金

主

が

れ

た

る

忙

侬

办

、
預
金
主
を
し
て
投
資
の
絕
好
機
會
を 

此
糧
の
’
预

金

纪

對

し

て

比

較

的

高

率

の

純

刺

子

を

耍

求

逸

し

た

信

せ
.
し
む
る
乙
S

な
§

に

非

す

。
.
從

つ

て
 

す
る
は
當
然
な
6

。
.

尤
も
苦
し
預
金
’主

が

利

子

受

領

の

比

較

的

長

期

間

一

定

率

の

金

利

に

對

し

.て
資
金
を
固
定 

(

ニ
S

七)

雜

錄
资
金
融
雜
の
性
質
と
利
夺
步
合
ぞ
の
闕
保
、笫
九

！
^
 

u
s



苹

二

焓

(

ー
三0
八)

雜

錄

资

■

通
の
性 

す
る
を
3?

す
る
足
期
预
金
の
®

入
に
際
し
て
®

ヶ
中
；が 

出
來
得
る
限
办
高
率
の
利
子
の
支
娜
を
受
け
ん
^
す
る 

は
理
の
當
然
な
り
と
す
。

:

五 

' 

其
性
質
の
如
何
を
問
は
中
、
銀
行
ど
预
金
：勘
定 

を
開
か
ん
と
欲
す
る
者
が
自
己
の
知
識
經
驗
の
®
圍
內 

に
於
て
比
較
的
營
業
方
斜
の
着
實
に
し
て
世
間
の
信
^

 

厚
き
銀
行
を
選
擇
す
る
を
可
と
す
る
を
知
れ
る
は
赘
言 

す
る
の
要
な
し
。
而
か
'

も
、
總
て
の
預
金
主
は
交
渉
、

手
續
等
に
關
ず
る
種
々
：の
事
情
の
爲
，め
常
に
必
す
し
も 

最
も
安
全
な
6

ビ
信
せ
る
鍊
行
ど
収
引
す
る
の
便
宜
を 

有
せ
ず
。
假
り
に
、
其
便
宜
を
有
す
る
場
合k
於

て

も

、
：
一
 

縦
令
^

一
分
は
愚
か
其
の
半
額
と
雖
も
、
比

較

的

高

率
一 

の
利
子
を
收
得
せ
ん
と
欲
す
‘る
は
人
情
な.C
S

C

M

W
卜
、

I 

所
謂
.F

流
の
銀
行
は
袖
象
的
に
は
絕
體
的
に
安
全
な&

ビ

1

般
に
信
せ
ら
る

V
所
な
る
も
、
事
實
多
少
の
預
金 

を
有
す
る
潜
ょ

り
觀
れ
ば
、

絕
體
R

安
全
な
る
鈒
行
な 

る
も
の
：
一.

i

i

预
金
主
は
常
に
忒
取
引
銀
行
の
將

質
と
$

于
.莎
合
と
係
 

婼

九

號

I

三
六

來
に
就
き
多
少
の
懸
念
:?
:

有
せ
る
が
如
し
。
而
し
て
、
 

若
し
取
引
銀
行
に
しV

其
營
業
方
針
を
誤
，る
か
、
成
は 

重
役
が
不
JE

行
爲
を
歌
.
て
し
た
る
.
爲
め
莫
大の

：.

損
失
を 

蒙
合
、
或
は
ー
般
財
界
に
遇
發
せ
し
恐
憐
の
渦
中
に
投 

\

せ
ら
れ
た
.る
結
果
ミ
し
て
、
其
銀
行
が
破
產
の
述
命
に 

|

遭
遇
せ
ん
ビ
し
た
る
：際
に
.

は
、
常
座
預
金
の
预
ヶ
主
は 

|

率
先
し
て
預
金
を
引
出
し
損
害
を
免
が
る
、A

J

と
あ
る 

|

も
、
定
期
预
金
^

在
ら
て
は
此
便
宜
な
ぐ
、
頌
ヶ
主
は 

:

银
行
ヵ
將
さ
に
破
產
の
運
命
^
邀
迪
せ
ん
と
せ
る
こ
と 

を
熟
知
す
る
場
合
に
於
て
も
、
見
す
見
す
釉
手
し
て
预 

金

の一 .

部
®

し
く
は
全
部
を
喪
失
せ
ざ
る
を
得
ず
。
游 

つ
て
定
»

預
金
に
對
し
て
は
比
ま
⑽
長
期
な
る
理
由
の

爲
め
.
特
.に
高
率
の
保
臉
料
を
要
求
す
る
に
至
.

る
な
.

b
-
0 

(
註
})

以
上
略
叙
艺
が
如
く
、

I

方
^
於
て
银
行
は
定
期 

預
金
に
#

し
て
»

刊
利
子
と
僅
少
の
_

§

を
有
せ
る
^

 

子
：を
支
拂
.

ふ
，V
 

を
得
る
も
の
な
る
；と
、
又
一
方
こ
^

て
は
、
预
ヶ
主
が
高
率
な
る
利
子
を
喪
求
す
る
結
果
と 

し
て
、
定
期
预
金
の
利
子
は
比
忮
的
高
く
定
め
ら
る
、

.

も
の
.
%

り
.

す
。
.

r
.
.

斯
く
の
如
く
、
定
期
预
金
は
預
金
中
に
て
其
利
子
步 

合
最
も
高
き
も
の
な
る
が
S

,

其
步
合
が
銀
行
#

R

多

少

| 

異
れ
る
を
黹
ミ
せ
b

o

:
東
京
市
中
0 ;
所
謂：

一
流
銀
行
間 

■;

に
在
ら
て
は
預
金
の
#
奪
を
豫
防
す
る
目
的
を
以
て 

一

\

 

定
の
協
定
率
な
る
も
の
を
設
け
、
夫
れ
以
上
の
步
合
をV

 

以V

定
期
預
金
を
受
け
ざ
る>

 

^

と
を
協
約
せ
ぅ
。
現

時

，
 

行
は
る 
>

協
定
率
は
六
ヶ
月
以
上
の
宠
期
预
金
に
對
し
：
 

て
は
年
五
分
な
り
と
ず
。
さ
れ
ざ
、
此
規
定
は
常
に
谷 

協
定
遨
に
依
ら
て
嚴
守
せ
ら
る
、
も
の
に
非
ず
し
て
、

一
 

:

往
々
定
期
預
金
が
協
定
率
に
五
厘
乃
至
ニ
分
程
超
過
せ
一 

S

利
子
支
拂
を
受
く
る
こ
S

あ
b

w

聞
く
。
勿
論
斯
く 

の
如
き
協
定
の
拘
柬
を
受
け
ざ
る
銀
行
は
更
に
一
層
高 

率
の
利
子
を
提
供
す
る
こ
ビ
あ
る
可
し
。
.本
年
七
月
十 

八
0

の
，官
報
に
發
表
せ
ら
れ
た
る
*
,
省
の
編
貘
に
係

る
全
圃
金
利
表
に
據
れ
ば
，"
大
正
七
年
一
一
月
中
に
於
け 

る
甫
京
市
中
銀
行
の
提
供
せ
る
最
高
の
定
期
預
金
步
合 

は
六
分
"

最
低
は
四
分
、
平
均
は
五
分
一
厘
な
う
し
と 

云
ふ
。
斯
く
の
如
く
定
期
預
金
步
合
に
高
低
を
生
す
る 

は
銀
行
の
側
ょ
卩
觀
れ
ば
主
S

し
て
資
金
需
用
の
殺
度 

を
異
^

す
る
か
爲
め
に
し
て
、
預
金
主
の
仙
ょ
り
姆
れ 

ば
、
銀
行
に
、對
す
る
世
間
の
信
用
の
厚
雜
に
基
く 
I

の 

.な
る
可
し
。
如
何
ど
な
れ
ば
、
預
金
主
は
信
用
の
厚
き 

银
行
に
對
す
る
ょ
う
も
信
用
の
»

き

銀
行
に
對
し
て
高 

さ
保
險
料
を
要
求
す
れ
ば
な
b

。

最
後
に
定
期
預
金
利
子
は
期
限
の
長
短
に
依
ら
て
典 

率
を
異
に
せ
う
。
左
に
揭
ぐ
る
は
明
治
一
一
十
六
年
以
來 

東
京
市
に
於
て
行
は」

れ
た
る
一
ヶ
年
、
六
ヶ
月
並
に
三
：
 

，
ケ
月
に
對
す
る
定
期
刺
チ
の
各
年
取
均
な
り
ど
す
。

年

次

明
治
.ニ
十
六
年 

苘

、
ニ
十
七
年

一
>

半六
ヶ月
三ヶ

J
 

定
期
利
.子
宠
胡
利
子
定
部
利
子

四
？ニ-五

四
•
七
ニ

五
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四
•

九' 1

J

T
3L

九 

四
i

l

七

笫
十
ニ
餘

(

一
三0

九)

雜

0

资
金
融
M

の
性
質
と
利
子
步
合
と
め
關
係

九
彼



第
*

h
i

卷

(
一
n

二
〇) 

'雜
錄
賢
鑫
通
の
作
質
と
利
子
步
言
の
概
係

明
治
ニ
十
八
年

'
字

九

3

..
'
繁

1七

四

•七T 

.同
ニ

十

九

年

.六
。〇
五

五

•四
九

. 

'
四
*九
四 

•同
3

.十

每

六

•四
四

，
五
。八

九

五

•
三
一 

同

H十
}年

七

®二
五

.

.六
。九

七

六

*四
3 

同
三
十
ニ
，

六
。六

.二
六

i
六

?

九
三 

同
三
十
三
年
，

：
七
•
一

九

';
七
6

H

.六

.*七 
一
' 

同
，
三

十

四

部

::
七

•:s
ハ

七

。三

八

七

こ

〇 

同

:三
十

五

平

‘
七
6
-
;
ハ

六

ふ

三

六

上

ハ

こ
 

一

.三
十
六

¥

:̂
o〇
〇

手

八

三

五

，。五
六 

障
三
十
七

^
-
:

:

ぞ
七

3£
,
;五
i
四

3£
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四

〇 

同

三

十

八

年

パ

五

*九
五
：:
-
.
-

五

*
.
七

三

五

。
五\ 

同

三

十

九

印

：

5£
*七
九
パ
五
。
五

^

五

，
四

1_ 

同

四

十

¥

'
'
?'
六
〇

五

•四
}
:五C 
ニ
三

' 

同

：
四
十
.
5 

六

：
i
 

S二
. 

f
 
ニ 

同

四

十

1

5

手

.六
八

.：

.玉
。四
八
：

五

*ニ
1
1
-'
: 

同

四

十

三

部

,四
？
パ

三

卯

。
四

三

四

*
ニ
玉 

同

四

十

年̂

■四
*
3£
一
へ
四

*三
四

:
.四
'
一
四 

火

正

元 

M
.:;
i?
5

Ji
/

:
3£
。
三
〇

五
•〇
ニ 

同

.

ニ 
¥

六
•
ニ 
•一
 

六

•0
九

，

五
。
八
五 

同

三

¥

ぃ
.六

i
九
：”

六

こ

三

f

一—

同

四

年

五

，
三
：九
5£

ニ

八

四

。
九
五 

^

五
.

年

四

*
5£

三

.

四
.
® ニ

七

四

*
〇

九

平

.

均

五

.
•
九

三

】

五 
>
六

五

八

五

。
三
三
.
五

第

允

號
1

3

八
：

、

備
-

考
本
表
は
大
藏
蕾
理
財
局
.
編
凝
大
疋
六
雄
四
月
調「

兪
融
. 

. 

填
項
參
考
歴
所
載(

.
四
八
丨
五
ー
1:)

來
京
銀
行
集
會 

所
調
：取
京
金
利
表
に
據
る
.。

.

右
表
に
示
す
が
如
く
、
明
治
ニ
十
六
年
ょ
彡
大
正
五 

,
年
に
至
る
二
十
四
年
間
に
於
け
る
定
期
預
金
利
子
の
割 

|

合

の

總

均

は

1

ヶ
年
R

對
し
て
五
分
九
厘
三
毛
一 

j

絲
、
六
ヶ
月
に
對
し
て
は
五
分
六
厘
五
毛
八
絲
、
三
ヶ 

ノ
|

月
に
對
し
て
は
五
分
三
厘
三
毛
五
絲
な
b

。
K

く
の
如 

一

く

定
»

预
金
萍
子
^
合
か
®

限
の
長
き
预
金
に
對
し 

一
•
て
高
く
、
期
限
の
®

さ
預
金
に
對
し
て
低
き
こ
S

は
堪 

'

-

に
ニ
十
四
ヶ
年
間
の
總
平
均
に
於
て
の
み
看
取
し
得
る 

\
現
象
に
非
ず
し
て
、
各
年
度
杧
就
き
て
云
ふ
も
亦
司
じ 

::
:

'

|ぐ
、
二
十
四
ヶ
年
間
.に
一
囘
だ
に
步
合
の
順
位
0-
'
颠
倒 

T

せ
し
こ
と
な
し
。
又
、
31

に
明
治
四
十
年「

月
以
降
十 

ヶ
年
間
に
於
け
る
各
月
取
均
に
就
き
て
觀
る
も
、
明
冶 

四
十
年
十一
月
並
に
其
*

四

十

I

年
五
月
の
兩
月
を
除

け
ば
、
喻
：ほ
定
期
預
金
步
合
.
：の
痛
低
は
±

叙
の
順
茅
を
. 

保
て
り
o
' 

(

註
ニ)

.

斯
く
0.

如
く
、六
ヶ
月
步
合
M

1

1

ヶ
，月
步
合
よ
り
も
、

一
ケ
¥

步
合
が
六
ヶ
月

炎
-合
よ
り
も
高
率
な
る
は
定
期 

預
金
の
w

pa
が
長
け
れ
は
長
き
丈
危
險
の
程
度
增
進
し 

預
金
主
が
從
つ
て
比
费
的
高
率
の
保
險
料
を
要
求
す
る 

が
飲
な
>
 w

す

。
換
言
す
れ
ば
、
諸
種
の®

^
中

に

於
' 

て
：定
期
預
金
利
子
が
畏
く
定
め
ら
る
：、
ビ
同
一
の
现
ft 

に
基
き
、'
期
限
の
長
き
定
期̂
.
;
合
は
短
期
步
合
ょ
り
も
：
 

稍
^

高
率
を
唱
ふ
る
も
め
な
り
。..
:

:

最
後
に
、
日
本
銀
行
の
定
期
预
金
步
合
は
金
融
の
繁 

節
に
枸
ら
ず
、
又
期
限
の
長
短
を
問
は
ず
、
目
下
、
三 

分
に
一
定
せ
ぅ
。
同
行
が
定
期
預
位
に
對
し
て
斯
く
の 

如
き
低
率
の
利
子
を
提
供
せ
る
は

(

一)

資
金
の
.吸
收
上 

市
中
銀
行
の
競
學
者
た
る
を
避
け
ん
ビ
す
る
其
營
業
方 

針
に
基
ぐ
外
、
0

一)

同
行
は
巨
額
の
政
府
預
金
を
擁
す 

る
結
果
と
し
て
勉
め
て
民
間
よb
資
金
を
映
收
す
る
の 

必
要
な
ぎ
が
爲
め
な
る
可
し
。

次
に
、
當
臌
預
金
の
利
子
が
總
て
は
预
金
中
に
於
て 

?
ニ

餘

(

一
三
ニ)

雜

錄

資
•金

證
の
，仲

最
低
療
を
保
て
る
ば
‘定
期
预
金
利
子
炉
最
高
率
を
維
持 

せ
る
と
略
ぼ
IE

反
對
一
の
理
に
基
く
も
の
な
り
と
す
。
 

蓋
し
當
座
預
金
は
資
金
の
必
要
に
應
じ
て
隨
時
引
出
し 

得
る
も
の
な
れ
ば
、
预
金
主
ょ
6

.之

を

觀

れ

ば

ヽ

此

種 
|

の
預
金
は
期
限
を
定
め
て
猶
付
け
た
る
か
或
.は
预
入
れ 

\

た
る
資
金
と
は
大
に
其
性
質
.を
異
に
し
、
事
實
上
手
^

|

在
金
ヒ
殆
んV」

相
.擇
ぶ
所
な
き
結
果
と
し
て
、
fj
r

金
、主 

'
I

.
は
之
に
對
し
て
何
^
.
の
使
用
料
を
製
求
す
る
權
利
を
有 

1

せ
ず
と
云
ひ
得
ざ
る
に
非
ず
。
.

加

之

、

銀

行.^
预

翁

主
 

| 

.に
對
し
て
預
金
の
安
.
全
を
保
®
す
る
も
の
な
れ
ば
ヽ
當 

\

座
預
金
は
.，1

棰
の
無
料
資
金
#
管
と
も
稱
す
を
を
妨
げ 

I
.

ず
。
若
し
假
^V

に
銀
行
が
當
座
预
金
に
對
し
て
.
利
.子
を 

\

支
拂
.
は
ざ
る
の
.

み
な
ら
ず
、
却
つ
て
若
干
の
保
管
料
を 

'

徵
吹
す
るV

i

し
て
も
、
此
制
度
を
利
用
す
る
«
@
か
ら 

ざ
る
可
し
。
斯
く
0

如
ィ
、
®i

金
主
は
銀
行
に
委
記
せ 

.

し
當
座
預
金
に
對
し
で
殆
ん
♦と
何
等
の
純
利
子
を
要
求 

せ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
左
程
高
率
の
保
險
料
を
受
ぐ
る

ft
-

と
利
子
步
‘合
と
の
砌
係
,.第
九
號
一
三
九
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ニ

溜

(

u

i

雜

錄

資
鑫
碰
I

f

利
子
f

と

の
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係
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頻
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金 
m

u

 支
^

/

n

r «
i

l

l

i

l

i

u

 

i

f

!

I

s

f

l

l

l

L

R

の
1

赢

も

、
I

I

I

に
I

望

の

着

.

、
5

1

一
 

如
し
。藍
し
若
し

可

び

〃

u

n

f

f

l

f

 一
 

l

.

g

濟
g

s

f

?

g

&

る
を
？

;

n

 

r

 

\

れ
ば
、
現
金
S

收
、
支
挪
、
遊
金
の
保
管
に
多
く
の

1

論

,

1;
:

1
帽

11
|

|1
^

| |
懂

_

! |

_

 \ 

轉

翻

_

? 1
? !

を
4

る
の
0

み
ぁ
る
を
以
て
、
其
保
險
料
は
定
期
|

銀
行
ょ
&

殆
ん
ど
何
等
の
手
救
枓
の
X

&

1

.

/

>
 

预
金
の
場
合
|

る
が
如
く
高
率
な
る
I

t

,;

す
。

.

n

等
の
手
數
料
の
支
®

を
炎
待

.

i

■

_

_

I-
1

_

 

:: ?
!

r

 

M

l

l

l

g

t

l

金
の
预
ヶ
主
は
低
率
の
刺
子
に
て
滿
足
す
る
も
の
な
b

 

と
云
ひ
得
可
し
。 

_

而
か
ネ
、
縱
令
預
ヶ
主
が
當
座
預
金
に
對
し
て
全
然 

利
子
を
受
領
す
る
こ
と
を
期
待
せ
ざ
る
か
、
或
は
至
極 

低
率
な
る
利
子
を
要
求
す
る
に
過
ぎ
ず
と
す
る
b
y 

0 

し
鈒
行
に
於
て
資
金
吸
收
の
必
要
に
驅
ら
れ
、

高
率
の
. 

利
子
を
提
供
す
る
S

せ
：ば
、
當
座
预
金
の
利
子
步
合
も 

定
»

領
金
の
利
子
^0

同
位
に
定
め
ら
■
る
、
.
こV

J

無
き
を 

保
せ
ざ
る
な
-CS。

さ
れ
ず
銀
行
ば
到
底
前
者
を
ば
後
潜 

ビ
同
等
に
定
む
，る
乙W

を
得
ざ
る
な
-CN。

其
の
现
®
ば 

左
の
如
し
。

■

s
.

定
期
預
金
に
在
は
、
銀
行
は
殆
ん
ど
其
の 

全
額
を
述
轉
し
て
利
勉
を
圖
り
得
る
も
、
當
座
預
金
は 

何
日
何
時
引
出
さ
る 
>

や
も
測
6

雛
き
も
の
な
れ
ば
、
 

此
褪
の
預
金
に
對
し
て
常
に
或
る
一
定
：の
最
低
限
度
以 

上
の
现
金
を
手
許
に
置
き
支
挪
準
備
に
充
て
ざ
る
可
か 

ら
す
。
換
言
す
れ
ば
、
鈒
行
は
當
座
領
金
の
全
部
を
利

用
す
.
る
.
こ
と
を
#

ざ
.を
な
b

;°

此
褪
の
當
座
預
金
に
對 

し
て
準
備
す
る
を
要
す
る
現
金
の
割
合
は
预
金
出
入
の 

繁
笳
、
銀
行
の
信
用
、
經
營
者
の
技
倆
等
に
依
ぅ
て一 

:
定
せ
ず
ど
雖
も
、

.

今
假
り
に
琅
京
の
銀
行
集
會
所
に
/» 

—

す
る
七
十
六
の
銀
行(

本
店
或
は
地
方
銀
行
の
支
店)

 

に
就
きV

之
れ
を
觀
，る
に
、
大
疋
七
年
四
月
末
日
に
於 

け
る
當
座
預
金
並
に
支
拂
準
備
：を
要
す
る
si

に
於
て
は 

之
れ
と
ft

質
を
同
じ
，ふ
す
る
特
別
當
座
預
金
の
.總
計
は 

\

五
億
千
一
一
百
四
十
萬
圓
に
し
て
、
之
れ
に
對
し
て
合
計 

\

八
千
七
西
ニ
十
五
萬
圓
の
金
銀
を
藏
し
た
れ
ば
、
支
拂 

準
備
の
割
合
は
約I

割
七
分
に
當
れ
り
。
尙
ほ
某
の
前 

年
大
正
六
年
0

爿
の
割
合
は
ー
—

、

H

に
其
の
前
年 

大
疋
五
年
は
ーI

割
一
分
■
.

、
大
芷
四
年
四
月
は
ニ
割
八 

分
弱
、
大
1

1

1
年
四
月
は
二
例
一
分
弱
な
6

き
。

i

e

 

.
勿
論
、
支
挪
準
備
余
を
全
く
喪
せ
す
と
す
る
も
、

£

 

行
が
典
の
資
金
の
全
部
を
^
に
利
用
す
る
こ
S

能
は
ざ 

る
可
き
は
嘤
々
す
る
の
喪
な
き
所
に
し
て
、
銀
行
の
保
，

第
九
號
:.
T

S

 
く

第
十
二
怨

(

一
三
一
三)

雑錄资分融通の性質と

.
利
子
步
八M
と
の
關
係



雜

十

ご

勒
0

3

1四)

離
錄
資
金
紙
通
の
她

有
せ
る
金
S

高
2

部
が
當
座
預
金
普
特
別
常
座 

®
金
に
對
す
る
支
拂g.

備
金
S
し
て
傲
か
れ
た
る
も
の 

f

と
云
ふ
能
は
f

f

。
而
か
4

行
は
其
の
資 

金
S

付
に
依
|

§

|

の
大
部
f

舉
ぐ
る
も 

の
に
し
て
遊
金
の
增
加
は
利
潤
ゆ
減
少
を
意
味
す
る
を

,

以

，て

、

蓉

の

信

用

塞

し

t
取

付

論

®
せ
ざ
る
敍

園
內
に
.於
て
出
來
得
’る
f

當
座
預
金
並
に
特
別
當
座 

預
金
に
對
し
て
絕
體
燈
必
要
な
る
準
備
金
以
外
に
手 

評
在
金
を
減
少
せ
し
め
ん
と
圖
る
も
の
な
るV

,&
、こ
、

:

前
記
東
京
龃
合
麗
行
の
保
有
せし
金
鈒
の
大
部
分
次 

r
g時
挪
偾
務
R
對
す
る
準
備
金
な
り
ど
看
倣
す
こビ
を 

妨
げ
ざ
る
が
如
し
。
一,

f

、
當
座
預
金
及
び
特
別 

靈

预

金

は

全

部

利

用

期

る

、
も
のI

ざ
る
は
明

か
に
し
て
、
其
死
藏
の
割
合
は
來
京
に
於
て
は
上
述
の 

如
く
一
中
均
一
割
五
分
以
上
に
上
れ
る
が
如
し
。從
つ
て
、

假
り
に
足
®
贫
金
R

對
し
て
年
！̂
分
の
利
子
を
&

供
し 

得
る
場
合
に
於
5

、
當

獲

f

對
し
て
は
.多
ぐ
と

.

第
九
號

一
四
二

も
四
分
ニ
厘
艽
毛
以
上
の
利
子
を
支
拂
ふ
.』

ピ
能
は
ざ

る
f

。
是
れ
當
座
預
金
の
利
子
$

期
預
金
の
科
子 

ょ
り
も
低
率
に
定
め
ら
れ
る
、
_

由
の

j 

?

o

r
i

定
期
預
金
に
在
り
て
は
期
限
の
滿
つ
る
迄
銀
行 

へ

に
於
て
安
心
し
て
之
を
利
用
す

る
を
得
る
も
、
當
座
預 

.
1

金
は
出
入
頻
繁
に
し
て
、

午
前
に
預
入
せ
ら
れ
し

.

一
定 

\

佥
额
が
同
日
の
年
後
に
引
出
さ
る
、
こ
ビ
す
ら
あ
^

ズ 

\

銀
行
は
寧
M

預
金
を
他
に
運
轉
す
6

に
當-

o

 

T

細
心
の 

\

注
®

を
加

へ
ざ
る
可

か

參

。
之
に
對
し
：て
は
最
艰

S

 

\

度
以
上
の
支
挪
»

備
を
置
け
る
も
、
是
れ
丈
け
に
て

次 

j

充
分
^

ら
ず
蓋
し
金
融
道
迫
せ
ば
、
预
入
は
H

R

Ĉ 

\
、UL
t

弓

出
は
俄
然
激
«.

す
る

こv
j

あ
る
を
以
て
、

之

)
に

備

ま

に
I

蜃

f

し
5

か

名

る

資
f

 

条
す
る
に
當
ぅ
て
少
く
と
i

の一

部
分
は
f

短
. 

»

货
付
又
は
割
引
の
方
向
に
利
用
.せ
ざ
る
を
得
ず
0

而 

か
气
短
期
の
贷
出
は
長
期
の
贷
出
は
比
し
て
利
子
低
' 

き
を
以
て
霊
預
金
の
利
子
は
此
鬆
よ
.CV

し
て
も
低

率
に
定
め
ら
る
可
き
も
の
な
b

 W

す
。

I
U:

宠
期
预
金
は一

契
約
に
對
し
て
銀
行
に
取
り
て 

«•

入
^
支
拂
と
各一

回
の
手
數
を
要
す
る
に
過
ぎ
ざ
る 

も
、
當
®

预
侖
勘
定
を
有
す
る
者
は
頻
繁
に
、
：時
S

し 

て
は
一
日
數
囘
预
入
又
は
引
出
を
爲
す
が
故
に
、
銀
行 

の
手
數
を
煩
は
す
乙
^

尠
か
ら
ず
。
銀
行
の
受
入
係
" 

支
拂
係
、
簿
記
係
等
の
事
務
の
大
部
分
は
常
座
预
金
に 

園
す
る
も
の
に
し
て
、
銀
行
は
當
然
此
手
數
に
對
し
て 

報
酬
を
受
け
ざ
る
を
得
ず
。
而
か
も
、
銀
行
は
此
手
數 

料
^
別
に
顧
客
1-
6

#

受
け
|ず
し
て
、
當
座
预
金
利
子 

步
合
を
低
く
宛
め
て
、
之
を
相
殺
す
る
の
方
法
を
採
れ

>

9 
0

四

泚

外

に

、
銀
行
は
當
座
預
金
に
對
し
て
は
其
の 

受
入
及
び
支
挪
を
逐
一
明
細
に
記
入
す
る
爲
め
に
浩
瀚 

な
る
帳
雜
を
備
へ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
预 

入
ビ
支
柳
と
を
記
入
す
る
通
帐
と
小
切
手
の
用
紙
?: 

预
金
主
に
交
附
す
る
の
必
耍
あ
る
が
、
么
R

關
す
る
®

用
も
亦
前
項
に
說
述
せ
る
手
數
料
s

rH
l

じ

く

、
，
刺

子

ょ 

.

ぅ
控
除
せ
ら
る 
>
 
な
b

 

o 

.

五
.

.

銀
行
は
：更
‘

に
預
金
主
ょ
り
受
取
&
た
る
他
行
支 

拂
の
小
切
手
又
は
其
他
類
似
.の
證
券
を
谷
其
の
支
拂
缉 

行
に
提
示
し
て
、
之
が
決
濟
を
求
む
る
の
手
數
と
費
用
. 

と
を
負
擔
せ
ざ
る
を
.
得
す
。
現
時
大
都
會
に
於
て
$

 

行
は
組
合
を
設
け
毎
日一

囘
手
形
交
換
所
ど
*

す
る」 

定
め
場
所
.
に
於
て
相
互
.間
に
小
切
手
類
の
交
換
を
行
ひ 

.1

々
各
支
挪
銀
行
に
使
者
を
派
す
る
の
手
數
と
费
用
ビ 

K

f

つ
、
あ
る
も

、

尙
ほ
代
表
者
を
交
換
所
に
派
出 

す
る
の
费
用
を
要
し
且
つ
交
換
所
の
維
持
«
を
分
擗
せ 

6

。
而
か
も
此
等
の
*

用
は
銀
行
に
依
り
て
結
®

®

*

 

主
に
轉
嫁
せ
ら
る
、
も
の
な
れ
ば
、
當
座
預
金
の
利
子 

は
51
に
夫
れ
丈
け
減
率
?:

蒙
る
こ
ビ
、
爲
る
な
6
。

六
' 

最
後
に
、
特
趴
當
座
«

金

叉
-«
;
郵
便
貯
金
に
於
. 

け
る
が
如
く
、
預
金
主
が
其
の
預
金
を
引
出
せ
ん
と
欲 

す
る
度
び
侮
に
必
ず
預
金
通
帳
を
提
示
す
る
の
规
足
な-

第
十
二
卷
2

三〗

S'

雜

.
錄
資
金
融
通
の
性
質
と
利
子
步
合
と
の
關
係

第
九
歡

5

三
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(
一

三 
一
>
、

*

錄 

'

資
金
融
M

0

性
質
と
利
子
步
合
と
の
闼
係
,

箱
U

 

.

1

9四

れ
ば
、
預
入
せ
し
金
蟹
上
の
金
_

s

つ
.
て
支
拂
は
‘

の
：、
如
し
，

^
^

■

■

L

l.
i

L

h

l l
s i
p

l l
l l

減

の
み
f

す

と

し

て

は
.

何
等
の
利
？

受
く
る
を
期
f

f

と
同

_

 

f

對

て

小

挈

を

f

銀

行

着

の

f

支
挪
ふ
こ

i

f

:

を
振
1

是
れ
力
爲
め
銀
行
か
f

の

損

失

を

蒙

る

行
S

t

て

は

霊

l」

m

r

;'
t

従
つ
て
I

行
は
预
金
主
の
信
用
一
愚
か
全
然
利
子
裏
挪
l

?

s

る
は
毫
4

ひ 

を
馨
丨
調
沓
し
た
る
上
始
め
て
當
座
預
金
勘
定
開
始
一
に
足
ら
ざ
る
な
ぅ
。
列
へ
ば
、
翁

I

I

I

。

y

f

 

l

?

f

f

.

'

一

旦

勘

定
f

利

子

る

u

i

g

q

u

l:
r

-;
i

l

. f

^

、
上

述

の

危

險

着

多

少

f

も
、
1

1

篇

署

對

し
て
は
.全
然

t

 

は

め

塞

I

ず
。
.

さ
れ
ば
、
此

危

f

利

？

s

f

又
一
流
の
銀
行
は
小
額
の
I

に 

^

古

生

レ
|

失
|

し
て
銀
3

豫
じ
め
備
ふ
る
：
1

對
し
て
は
利
子
を
付

I

.

る
f

。
是
れ
當

I

金
こ

H

I I
_

: l
: !
t

i

種
對
し
て
一
部
の
预
金
主
i

子
に
て
滿
足
ハ
る
，
り
 

ぶ

J U

實
f

て
f

は
殆
ん
と
I

 

.あ
る
と
同
時
に
、
銀
行
が
利
子
を
支
拂
ふ
こ
ど
？

ざ 

f

 

5

f

 金 
Q

s

l

f

 

I

s

 

む 
f

 

る
か
I

f

f

 の 

一

而
し
て
、f

我
國
に
て
當
座
預
金
仏
利
子
の
付
甘
ら
る
：

、
場
合
に
於
て
は
、
上
述
の
如
く
其
率
は
定
抑
預
金
ょ

办
も
著
し
く
低
き
を
常
と
せ
る
も
、
此
率
た
る
や
地
方

に
侬
り
ヽ
又
同
地
方
に
茌
シ
て
ば
銀
行
に
依
り
て
異
る

も
の
に
し
て
、
最
高
率
と
最
低
率
ど
，の
陬
杞
著
し
き
開

き
を
布
す
る
こ
S

あ
6

 

o

例
へ
ば
、
大
正
七
年
ニ
月
中

日
本
全
國
の
最
高
步
合
は
美
作
津
山
の
日
步
一
ー
錢
五
/M

(

年
利
九
分
一
厘
ニ
毛
五
絲)

、
，最

低

は

大

阪

の

日

步

1

一

厘(

年
刺
七
屈
三
毛
}

に
し
て
？
，其
差
實
に
年
利
八
分
四

厘
弱
に
上
れ
b

。
又
、'
同
月
中
に
於
け
る
®
京
の
最
高

步
合
は
日
步一

錢
四
屈(

年
利
五
分
一
‘

厘

「

§

、
' 

S

日
步
五
厘(

年
利
一
分
八
厘
ニ
毛
蓝
絲)

に
し
て
、
其
開

き
三
分
三
厘
弱
に
當
れ

6

。(

註
四)

地
方
間
に

於
て
斯

.

.

.
最

,■
高

步

合

地

名

：
常

.

で
の
如
：く
當
座
預
金
利
乎
步
合
.
の
.
間

：に

開

き

を

保

て

る

： 

は
金
融
の
繁
簡
並
：に
保
險
料
の
相
違
ょ
り
來
れ
る
現
象 

に
し
て
、
同
一
地
方
に
於
て
多
少
の
開
き
を
存
す
る
は 

主

ビ

し

て

保
|^
»

の等
差

の
誘

致

せ
る
結
果
な
ぅ
ビ
す 

蓋
し
世
間
の
信
凋
厚
き
ま
が
は
比
較
的
低
率
の
保
險
料 

を
支
拂
ひ
、
然
ら
ざ
る
も
の
は
高
率
の
保
險
料
を
提
供 

せ
ざ
る
を
得
ざ
る
を
以
で
な
り
？

次

に

、

特

別

當

座

預

金

の

利

子

步

合

は

定

期

預

金

.と 

當

座

.預

金
S

の
中
間
，
に

位

せ
p
 

o

例
へ
.
ば
、
大
班
七
年 

1
1

月
中
東
京
"

大
阪
及
び
名
古
屋
の
三
市
に
行
は
：れ
た
' 

る
此
ニ

一

種
•<?
>
利

子

步

合

並

に

全

國

平

均

に

就

き

各

最

高 

率
、
最
低
率
、
平
均
率
を
比
較
せ
ば
左
，の
如
し
。

：

名 大 诳

十 古

S 雇 阪 京

座 

Jn
.
 

■子

9,

五
.1

〇
。： 1
1

七

9

五
一

牯
別
.常
座 

利S

ネ

9

六
ニ

◦
。五
一 

'

o

*五
八
.

9 9 9帽定
3 t 六六 
八 〇 〇 子期

O O Q, 
1.• #! K̂J
ニ 三 八

9 9 9
六 o 三

9

四
〇
.

Q

u

o

〇
i

〇

(
1

三1

七)

、離
.

.

錄

.

资
金
融
通
の
饯
質
と
，利
于
步
合
ミ
の
關
係九 9 9 9 ^ m  
虢 ニ  一 ニ

四 九 玉 子 座|
平
.

均

率
.

利

削

子. 

〇
•
四
四 

〇
•
三
三 

〇
•
三
七

i

四
五

定
.
期

利
ノ
子 

〇
'

五
1 

〇
*
四
六 

〇
•
五1
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雜

錄

I

•融
通
の
發
と
利
I

合
と
のS

係

游

九

锁

一

四

く

 

?

五 

0

1

1
 

0

4

 〇
•
ニ
四 

O

S
 

〇
|

 

0

*

x
 

9

H

A-
0

1

ニ
、c

l

,

f

 

f

 
だ

に
^

^

霧

重

る

。

右
表
に
示
す
が
如
ぐ
、
m

k

;

の
例
外
を
除
け
ば
、
 

ダ
れ
の
場
合
に
在
^

V
T:
:
も
、
へ
 

'常
座
预
金
步
合
は
最
も
®

 

ぐ

、

特>;
|
常

座

预

金

步

合

は

之

ょ

り

も

柳

々

高

く

し

て 

定
»

預
金
利
子
は
最
战
率
を
維
#

せ
K

v C

斯
く
の
如
く
、
 

奶
>;
'

.

當
座
预
金
利
子
が
他
の
ー
+

純
の
預
命
利
子
の
中
In
i

 

.
_に
位
す
る
_
は
如
何
な
る
；原
因
の
存
す
る
や
：0

ぐ
、先
ゴ 

特
11
1

當
膝
预
金
利
子
が
定
期
«

罾
利
子
よ
6

も
高
申
，に 

定
め
ら
る
、
は
特
別
當
座
预
金
が
随
時
に
引
出
し
得
る

も
の
な
る
の一

事
に
於
て
常
S

金
に
類
似
せ
る

を

以\

る
は
人
の
汾
く
知
|

?

と
す
。
斯

ぐ

の

如

る
力
故
に
、
銀
行
は
小
切
手
の
用
紙
調
製
の
费
用
並
に 

小
切
手
使
用
に
伴
ふ
總
て
の
手
數
、
费
用
、
危
臉
を
免
‘ 

が
る
\

を
以
て
、
此
等
の
失
#
に
相
常
す
る
丈
け
涂
分 

の
?-
1

子
を
將
別
常
座
预
金
(C

對
し
て
支
拂
ひ
得
る
®
め 

な
b

ど
す
。

次

に

,

#

免
»1

金
の
和
子
に
就
き
て
は
疋
確
な
る
統 

計
の
存
す
る
も
の
な
し
S

雖
も
、
普
通
其
步
合
が
^

0
 

预
金
の
步
合
ビ
特
別
常
座
預
金
.
の
步
八a

 V
J

の
中
問
に
在

ぐ
、
.通

て

^

子
步
合
も
自
ら
常
痤
预
金
の
：利
子
に
接
近
し
て 

&

め
ら
るa

が
故
な
b

ビ
す
。
而
か
も
、
此
步
合
が
！s

 

座
预
金
の
？
 

f

も
f

高
率
を
維
持
す
る
は
如
何 

な
る
事
情
に
基
く
や
。
日
く
、
特
別
當
座
の
引
出
に
は 

當
座
r

金
に
於
け
る
が
勿
く
小
切
^

の
使
用
を
許
3
 

t

其
都
度
预
金
通
帳
を
提
示
す
る
を
要
す
る
も
の
な

知
预
金
k

對
し
て
鈒
打
の
支
拂
ふ
利
子
が
定
期
利
子
ょ 

b

も
稍
々
低
く
、
特
別
當
座
预
金
の
利
子
ょ
b

も
稍
 々

高
き
は
此Q
預
金
が
其
性
質
上
他I 

预
金

の

中
間 

に
位
す
る
を
以
て
な
气
蓋
し
通
知
预

金

は

预

金

主

に
 

於
て
之
を
引
出
さ
ん
と
欲
せ
ば
、
鈒
行
に
對
し
て
其
旨 

數
日
r

^
激
吿
す
名
の
契
約
を
以
て
行
は
る
、

も

の

な

，
.

と
利
子
步
，合
ど
の
關

靜 中 须 飯 松 上 造 ， 前 桐 高 前 栃

勢

同 府 坂 田 本 田 m 崎 林 生 崎 极 木

足 宇 千 川 小 横 橫 苋  

都 田须

利 営 葉 越 原 M 濱京

地

名

m.
诗
S'
J

當
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：
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ぼ
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四
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四
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〇
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.
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•
四
，
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四i
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〇 
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o

»

H
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八 
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〇 

〇
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三
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〇
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四
：
四

9
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〇
9

三
四

,

.

o

H七
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S

)
.
.

貯
金
利
子
. 

〇
*
四
九

9

四
八

〇
i

〇 

?

四
八 

〇
0

四
八 

〇
•
四
八

〇
*
四
ニ

9

四
ニ

〇
•
四
八 

〇
*

四
3£ 

9

3£
〇 五

〇
*
四
三 

o

四
八 

〇
i

 

ニ 

〇
i

〇

9

四
九

〇
*

5£
五 

〇
。
五
0

 

o

四
八 

o

四
八

(
1 

V
U
M
す
る 

0
1
)

の
超
過
率

0

6

S

0

6

六

〇
•

〇

9

r

H

〇
。

1

1 

0

»
 

”
五 

〇

ニ

〇

， 

〇
•
〇
ル 

〇
•

〇

七
’ 

,

〇
。
〇3

9

 

5

〇
*
〇
八

〇
• i 

二

9
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〇
• i ¥

 

0
.
5

〇
JL

七 

〇
。
；
1 

I 

0

0

七 

〇
®
,
1四

9
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鲂

九

锶

一

四

七

れ
ば
、
隨
時
に
引
出
さ
る
、
も
の
に
非
ざ
る
の
點
に
於 

て
は
常
座
预
金
よ
6

も
寧
ろ
®

期
•
預

金

：に

類

似

し

、

ご 

定
の
期
限
を
定
め
ざ
る
點
に
於
て
ば
定
期
預
金
よ
り
も 

へ：へ:

寧
_
ろ
特
別
當
座
预
金
め
侧
質
を
備
ふ
：る
.

が
故
な
り
。

. 

次
に
、
貯
脔
銀
行
の
预
金
は
隨
時
に
引
出
す
こ
ビ
を
ノ \ 

得
る
も
小
切
手
の
使
用
を
許
^

れ
ざ
る
點
に
於
て
商
業i

 

:

銀
行
：の
特
別
當
座
预
金
と
荃
然
其
性
質
を
同
ふ
す
。唯
，

\

;

前
潘
の
'S

ヶ
主
は
多
く
勞
働
者
又
は
.I

般

細

民

に

し

j

 

'

て
、
：其
金
額
自
ら
#

な
:̂
:

に
.
反
.1
,

、
後
者
の
預
ヶ
主
の|

 

大
部
分
は
所
謂
動
人
又
は
小
企
業
家
の
階
級
に
員
す
る 

漭
に
し
て
、
其
预
入
金
が
前
者
に
比
じ
て
多
額
に
上
る| 

の
相
違
あ
る
の
み
。
然
る
に
へ
IK

金
の
利
子
は
概
し
て| 

特
別
常
座
预
金
の
利
子
よ
b

も
稍
々
高
率
な
る
を
常
ビ 

す
。
左
に
揭
ぐ
る
は
本
州
.中
區
の
諸
市
町
に
於
け
る
大 

JE

七
年
二
月
中
の
貯
金
利
子
及
び
特
別
常
座
預
金
利
子 

. 

'の
务
苹
均
率
な
ぢ
i

す
。

'

:

苹

ニ

卷

、

(

一
三
.
九)

.
雜

錄

资

金

融

狐

の

性

效

，:

I

|:
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四
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八
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五
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〇
»
三
七 

9

_五
四 

9

pq

八

9

四
八，
.

〇
*

三

フ 

9

四

玉
.

9

四
八

〇
*

四
八: 

O

四
八 

〇
•
四
八 

〇
*
四
九

Q

i

o

.9

四
八 

〇
*
四
八

資 
金 
織 1 
の
m
質
ど
刹

^ I
勺 の

關 
係

第
九
號

^

0

〇
ニ
三 

〇
6

八 

〇
。
〇
六 

〇
•
〇
九 

〇
•一

1 

0

*
 

一
 

四 
I 

〇
•

一

四 

〇
• M
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o

。一

八 

〇
•

〇
四_ 

〇
*

1

五 

,

〇
•

一

五 

:

〇
，

I

五

A

o'
6

七 

〇
•
一

 

九 

b

。」

五 

o

e

一
 

七 

〇
M

四 

〇
• 

一
 

ニ 

〇
•
〇
九 

〇
•「

四 

o

。
ニ 一

9

1
 J

1

> 

A

叩
は
鐾
翠
蓀
別
蓮
銎
の
利
子
i

9

も
少
告
こ
と̂

1/K

す
。

ニ
"

本
表
は
大
正
七
年
七
月
十
八
£
:
:の「

官
報」

第』 

七
八
八
號
全
國
免
利
表
|:

據
り
.
て
作
製
す
。

三
特
ガ
常
座
'̂

金
の
利
子
は
筑
す
も
、
；貯
金
利̂

ぐ

4>

疠
さ
>

る
地
方
は
之
か
酋
咅
?:
9

。

-

|

右
表
の
示
す
所
に
據
：れ
ば
、
大
疋
七
年
ニ
月
中
本
州 

一
中
區
に
於
け
る
特
別
常
座
预
金
«

東
京
並
.に
飯
田
の
四 

分

四

厘

を

最

高

；ど

し

、
高

山

の

一

一

分

九

厘

を

最

低

と

し

、 

全
四
十
三
市
町
の
平
均
：匕
ニ
分
七
厘
な
り
し
が
、
股
金 

利
子
に
花
ぅ
て
は
飯
田
並
に
尾
®

の
五
分
五
厘
を
最 

高
、
長
濱
の
三
分
一
厘
を
最
低
^

し
、
屯
均
は
四
分
^

 

厘
に
當
れ
6

。
さ
れ
ば
、
屯
均
率
に
於
て
は
貯
金
利
子 

は

特

別

當

座

預

金

.に

比

し

て

一

分

一

厘

の

高

率

を

維

持 

f

o

加
之
、
長
®
に
於
て
特
別
常
座
預
金
の
利
子
が 

三
分
八
厘
な
る
に
、
貯
余
利
子
が
却
つ
て
僅
か
に
三
分 

!

厘
を
唱
へ
た
る
のj

例

外

を

除

き

て

は

、

他

.の

四

十 

一
一
の1
町

に

於

て

は18
金

利

子

は

特

別

當

座

»

金

の

利

j

!;! i
I：

子
に
對
し
て
若
千
の
上
鞘
を
保
て
か
、
此
開
き
は
柬
京

の
：五
！§.
を
最
.少
と
し
>
.高
山
の
ニ
分
五
.厘
を
最
高w

せ 

6

-

0さ
れ
ど
、
玆
R

吾
入
の
記
憶
す
る
を
要
す
る
は
特
別 

當
座
預
金
の
利
子
は
預
入
の
日
に
對
しy

或
は
预
入
並\

^

引
出
の
0

R

對
し
て
付
せ
ざ
る
を
惯
例
ビ
す
る
も
、
 

尙
ほ
夫
れ
以
外
の
0

の
最
終
殘
高
又
は
最
低
額
に
*
し 

て
日
割
を
以
て
支
，»
ひ
具
つ
六
ヶ
月
每
に
利
子
元
金 

に
員
入
れ
る
を
常
ビ
な
す
を
级
て
、
表
面
上
の
利
子
步 

合
S

實
際
支
挪
は
る
ゝ
㈣

子
の
步
合
と
の
開
き
は
0
0 

す
る
名
妨
げ
ざ
る
源
僅
少
な
る
に
反
し
、
貯
金
利
子
は 

月
割
を
以
て
支
.拂
は
れ
ヽ
且
つ
预
入
ビ
91
出
の
月
に
對 

し
て
は
刹
子
を
支
柳
は
ざ
る
を
常W

爲
す
を
以K

、

公 

稱
利
芋
ビ
實
際
^
子
ビ
の
間
に
著
し
き
懸
隔
を
生
す
る 

こ
ビ
あ
'る
の
一
事
に
外
な
ら
.す
。
例
へ
ば
、
本
年
十
月 

十
五
日
に
自
殳
八
厘
の
刺
子
を
支
挪
ぶ
貯
#

M

ft

に
金 

十
酣
を
预
入
し
、
來
年
十
月
十
五
ぼ
に
之
を
引
出
し
た

w

せ

ん

：か

、

之
k

對

しV

預

金

主

の

受

取

る

利

，子

位 

四
十
八
錢
に
あ
ら
で
、
本
年
十I

月
よ
b

來
.年
九
月
に 

至
る
十
一
ヶ
月
分
に
對
す
る
月
割
四
錢
の
合
計
四
十
四 

錢
な
り
ぐj

す
。
從
つ
て
表
面
の
利
子
は
四
分
八
厘
な
る 

も
、
實
際
利
字
は
四
分
四
厘
に
相
當
す
る
に
過
ぎ
ざ
る 

f

 

0

,

由
是
親
之
、
前
表
に
示
し
‘
た
る&

如
く
"

本
州
中
®

 

M

十
三
市
町
の
貯
金
刺
子
の
雖
均
は
四
分
八
厘
な
る 

i

此
利
率
は
公
：稱
步
合
な
る
を
以
て
、
實
際
R

貯
潘 

銀
行
ビ
预
金
主
£

の
間
に
授
受
せ
ら
れ
た
る
利
子
の
；伞 

均
は
四
分
四
，厘
內
外
々
b

し
ビ
看
倣
す
乙
€

を
，得
ん 

か
。
而
か
も
ぬ
^

㈱

が
合
め
四
分
四
厘
は
特
別
常
座
賴
. 

り
金
の
卒
均
利
子
な
る
三
分
七
厘
に
比
し
て
何
七
厘
の 

上
®/

を1

不
せ
ぅ
。

貯
金
ヒ
特
別
當
座
預
金
ど
が
前
述
の
如
く
典
に
小
切 

手

の

使

用

を

：許

さ

V

る

當

座-®
金

省

る

點

に

於

て

性

質 

を
同
ふ
す
る
.
•も
の
な
る
.に
も
拘
ら
ず
、.
It
i

金
の
刺
^ ,

が
.
：
.

$

1

S

 

a

eニ
} 

0 

.錄

资
金
蹴
澉
の
性
質
す
利
芋
步
合
と
の
關
係

第
九
跋

5

九
：



I

s

 

’
p

i

n

雜
.

錄
' 

I

融
规
I

f

利
|

合
.
„
の
關
陳
.

：
.

m

i

、

一
玉3
:

S

常
座
s

，s

子
S

し
て
斯
く 
s

i

均

七

3

分
ニ 
M

?

.

し
郵
®

金
の
利
子
が
大
正
四
和
與 

厕
內
外
の
上
？

維
持
す
S

如
何
な
る
-

理
由
：u

f

月
に
：四
分
八
厘
I

f

ら
：れ
今
日
.

に
及
び
し
こ

と

即

 

や
。
：
日
く
、
特
別
當
座
预
金
は
永
久
的
馨
を
目
的
ビ
.

ち
是
れ
f

と
す
。
鄕
使
貯
金
も
普
詈
金
S

同
じ
く 

す
る
も
の
f

l

ろ
一
,

時
的
遊
金
の
预
f

目

的

と

预

入

の

月

？
引
出
の
月
と
に
對
し
て
は
利
子
を
附
芽 

す
る
も
の
多
き
に
反
し
？
貯
金
は
主
ビ
し
て
長
期
的
薪
.

る
の
規
定
な
れ
ば
、
I

實
際
利
子
は
敗
分
0!
!

|

 

i

猶
の
爲
め
に
5

る
、
も
S

れ
ば
、
貯
金
は
銀
行
に

|

な
ら
ん
も
、
鄕
便
局
の
公
S

子
£

分
八
厘
？

±/ 

於
て
特
別
篇
預
金
ょ
り
も
湯
に
且
つ
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